
 

 

坂口谷川、勝間田川が補助事業に新規採択されました 

 

 

坂口谷川と勝間田川が令和２年度当初予算で国の補助事業に新規採択さ

れました。 
 今後、計画的かつ重点的な予算配分により、事業の着実な進捗が見込ま

れ、津波や洪水等に対する「安全・安心」の早期向上が期待できます。 
 
 
１．新規採択の概要 
 

対象 市町名 事業名 R2 当初配分額 

二級河川坂口谷川 
牧之原市 

榛原郡吉田町 

事業間連携河川事業 

（津波・高潮対策） 

事業費：4.9 億円 

事業内容：水門整備 

二級河川勝間田川 牧之原市 
大規模特定河川事業 

（氾濫危険区域河道掘削） 

事業費：1億円 

事業内容：河道掘削 

 

２．期待される効果 

 
坂口谷川 津波対策水門を整備し、津波等に対する安全性が向上 

勝間田川 河道掘削を実施し、洪水に対する安全性が向上 

 



【全体計画】
河川名 ：二級河川坂口谷川水系坂口谷川
事業内容 ：水門整備
全体事業費：2,212百万円（国費1,106百万円）
事業期間 ：R2～R5
施工地 ：牧之原市、榛原郡吉田町

【令和2年度当初】
事業内容 ：水門整備 等
事業費 ：490百万円（国費245百万円）

坂口谷川水系坂口谷川は、静岡県第４次地震被害想定において南海トラフ巨大地震等に伴い発生する津波の
影響で、河口部から一定区間で浸水の恐れがある。

このため補助事業により、水門整備を集中的に実施し、直轄の海岸堤防整備事業と連携し、早期に地域の安全
性の向上を図る。
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【凡例】
R2当初
R3以降
他事業（河川事業：交付金）
他事業（海岸事業：国）

坂口谷川

吉田浄化センター

静岡県第４次地震被害想定による浸⽔被害範囲
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牧之原市役所●

大規模特定河川事業〈氾濫危険区域河道掘削〉 【勝間田川水系勝間田川】 （静岡県）
かつまたがわ

【全体計画】
河川名 ：二級河川勝間田川水系勝間田川
事業内容 ：河道掘削
全体事業費：500百万円（国費250百万円）
事業期間 ：R2～R6
施工地 ：牧之原市

【令和2年度当初】
事業内容 ：河道掘削
事業費 ：100百万円（国費50百万円）
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勝間田川水系勝間田川では、台風第19号に伴う豪雨により、堤防が越水・溢水し、床上浸水４戸、床下浸水31戸
等の甚大な浸水被害が発生した。

このため、補助事業により河道掘削を集中的に実施し、早期に地域の安全性の向上を図る。

過去の浸水実績を表で整理

勝間田川水系勝間田川 令和元年10月台風19号洪水
（牧之原市静波）

発生年月日 床上浸水 床下浸水 浸水面積（ha)

H16.11.11 2戸 2戸 114ha

R1.10.12 4戸 31戸 220ha

かつまたがわ
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